
令和８年度

授業の改善・充実に向けた説明会Ⅱ
～各種学力調査の結果を踏まえた授業づくりを目指して～

中学校 国語
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００

各種調査問題
全国学力・学習状況調査

児童生徒の実態・動向の把握

教師の指導方法の改善

各種調査問題の目的

児童生徒の学習改善・学習意欲の向上

言語活動の充実 資質・能力の育成



04００

目的 児童生徒への学習指導の改善・充実等に取り組む際に役立てる。

特徴 一人一人のつまずきが見えるように「解答類型」を設けてある。

ポイント
つまずきの原因や課題を見出し、つまずきを解消するための
授業の在り方を見直すことが大切である。

全国学力・学習状況調査の目的と特徴



04各学校への提供データ（R８.７.16以降、Webシステムより提供)

　本説明会では、以下

の２つの資料にある国

と県のデータを基に、

説明します。

・問題別調査結果

・問題別（解答類型）

　調査結果

　その他の資料も各校

の実態を把握するため

の貴重な資料となりま

すので、ご活用を！



赤枠  は、学校向け帳票で山梨県の結果が掲載されている箇所です。平均正答数・スコア以外のデータ

にも注目しながら、自校の結果も踏まえてご確認ください。

04各学校への提供データ（R8 .7 . 16以降、Webシステムより提供)
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※本説明会でお示しする全国(公立)と山梨(公立)のデータは、これらの帳票から確認できます。

各学校への提供データ（R8 .7 . 16以降、Webシステムより提供)

赤枠  は、学校向け帳票で山梨県の結果が掲載されている箇所です。平均正答数・スコア以外のデータ

にも注目しながら、自校の結果も踏まえてご確認ください。



００ 全国学力・学習状況調査（解説資料・報告書）

解説資料
問題と同時に公表される資料

報  告  書
結果と同時に公表される資料

【主な掲載内容】

・出題の趣旨(大問)

・趣旨(設問ごと)

・解答類型

・解答類型について

・(参考)

　※関連する問題

・出典等

【主な掲載内容】

・出題の趣旨(大問)

・趣旨(設問ごと)

・解答類型と反応率

・分析結果と課題

・学習指導に当たって

・授業アイデア例

・出典等



令和８年度授業の改善・充実に向けた説明会Ⅱ

～各種学力調査の結果を踏まえた授業づくりを目指して～

［　　　目　次　　　］

全国学力・学習状況調査の結果概要（中・国語）

「子供主体の授業づくり」に向けて

０１

０２

０３

全国学力・学習状況調査の結果に基づく授業改善



令和８年度授業の改善・充実に向けた説明会Ⅱ

～各種学力調査の結果を踏まえた授業づくりを目指して～
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全国学力・学習状況調査の結果概要（中・国語）

全国学力・学習状況調査

「子供主体の授業づくり」に向けて

０１

０２

０３

全国学力・学習状況調査の結果に基づく授業改善



正答数 山梨(%) 全国(%)

１５問 3.1 3.3

１４問 7.8 7.7

１３問 9.9 10.7

１２問 10.8 11.8

１１問 11.7 11.5

１０問 11.3 10.6

９問 9.4 9.5

８問 8.8 8.3

７問 7.1 7.1

６問 6.4 6.1

５問 5.1 4.8

４問 4.1 3.6

３問 2.3 2.6

２問 1.2 1.5

１問 0.6 0.7

０問 0.2 0.2

正答数分布グラフ（横軸：正答数　縦軸：割合）
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０１ 全国学力・学習状況調査の結果概要（中・国語）



分類 区分 山梨(%) 全国(%)
全国との差

（ポイント)

知識及び

技能

（１）言葉の特徴や使い方に関する事項 61.8 63.0 -1.2

（２）情報の扱い方に関する事項 70.7 70.4 0.3

（３）我が国の言語文化に関する事項 0.0

思考力

判断力

表現力等

Ａ　話すこと・聞くこと 64.2 63.9 0.3

Ｂ　書くこと 67.4 67.4 0.0

Ｃ　読むこと 59.2 59.7 -0.5

評価の観点

知識・技能 63.3 64.2 -0.9

思考・判断・表現 63.6 63.7 -0.1

問題形式

選択式 72.1 72.7 -0.6

短答式 54.5 55.8 -1.3

記述式 46.6 45.5 1.1

領域・評価の観点・問題形式ごとの正答率グラフ
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04

記述式の結果

　全国的に

　　　　低い

０１ 全国学力・学習状況調査の結果概要（中・国語）



04０１ 全国学力・学習状況調査の結果概要（中・国語）

無解答率が少ない

生徒は、言語活動に自分な

りに取り組もうとしてい

る。

生徒が適切に、課題に向き

合い、資質・能力を発揮し

ているか。
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04０３ 全国学力・学習状況調査の結果を踏まえた授業づくり



04０３ 全国学力・学習状況調査の結果を踏まえた授業づくり



04０３ 全国学力・学習状況調査の結果を踏まえた授業づくり

大問４　設問二

【出題の趣旨】

　語句の辞書的な意味を踏まえ、文脈上

の意味を捉えることができるかどうかを

みる。

　・　正答率　（県）32.5％

　　　　　　　（全）35.2％

■学習指導要領における内容

〔第１学年〕

知識及び技能

⑴言葉の特徴や使い方に関する事項

ウ事象や行為、心情を表す語句の量を増すととも

に、語句の辞書的な意味と文脈上の 意味との関

係に注意して話や文章の中で使うことを通して、

語感を磨き語彙を豊かにすること。 《語彙》



04０３ 全国学力・学習状況調査の結果を踏まえた授業づくり
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04０３ 全国学力・学習状況調査の結果を踏まえた授業づくり

＜
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04０３ 全国学力・学習状況調査の結果を踏まえた授業づくり

＜
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先
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⽅
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⼀
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解答類型２でもいいような

気がするんだけど・・・
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①



04０３

国語科の資質・能力は

育成されているのか…

全国学力・学習状況調査の結果を踏まえた授業づくり

県内の、約80％の生徒は、言語活動に参加している。

資質・能力を適切に発揮できていたのは、約12.9％

山梨県

20.9

41.0

5.6

19.6

12.9



04０３

「報告書　P65」

全国学力・学習状況調査の結果を踏まえた授業づくり



04０３

　知識の理解の質を高めることが今回の改訂においては重視されており、各教科等の指導に当たっては、学

習に必要となる個別の知識については、教師が生徒の学びへの興味を高めつつしっかりと教授するととも

に、深い理解を伴う知識の習得につなげていくため、生徒がもつ知識を活用して思考することにより、知識

を相互に関連付けてより深く理解したり、知識を他の学習や生活の場面で活用できるようにしたりするため

の学習が必要となる。

「中学校学習指導要領（平成29年告示）解説　総則編　P.37」

全国学力・学習状況調査の結果を踏まえた授業づくり

「ほうふつとさせる」をこの本文の中の

　　　　　　　　　　文脈に当てはめたときに・・・　

　ですが　

「ほうふつ」の辞書的な意味　→　はっきりと脳裏に思い浮かぶこと。はっきりしないさま。　

言葉と言葉の

つながりに着目

することが大切



04０３

「報告書　P66」

全国学力・学習状況調査の結果を踏まえた授業づくり

言葉の意味を調べるだけで

はなく、他の知識と関連付

けたりして活用可能な語彙

として蓄積していくことが

大切です。
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「明日から新しい単元にはいりますの

で、意味調べは家でやってきてね」

　「みんな調べてきたかな？じゃあ答え　

　　合わせするよ・・・」

（先生が答えを読み上げる）

イ
ン
タ
ラ
ク
シ
ョ
ン
②このような指導

になっていませ

んか？



04０３ 「子供主体の授業づくり」に向けて

知識及び技能を使

って思考・判断・

表現を行うことが

大切

「報告書　P60」



04０３ 「子供主体の授業づくり」に向けて
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04０３

・　全国学力・学習状況調査の問題を解く

　　（言語活動に取り組み、資質・能力を

　　発揮する）。

・　「学習指導要領（平成29年告示）解説

　　国語編」を参照する。

「子供主体の授業づくり」に向けて

・　生徒の「誤答」から、思考・判断・

　　表現の過程をたどる（生徒の考え方・

　　理解の仕方を把握する）。

・　全国学力・学習状況調査の解答類型を

　　参照する。

育成を目指す資質・能力の理解 生徒の実態の把握

育成を目指す資質・能力を明確にした上で、

生徒の実態を踏まえて指導を創意工夫することが重要
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「子供主体の授業づくり」に向けて

０１
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04０３

短い時数で取り組むこと

ができる授業アイディア

育成を目指す資質・能力

を明確にした授業

各校の実態に合わせて、

実践内容を変えられる

「子供主体の授業づくり」に向けて

「総合教育センターHP　教育情報コンテンツベース　学習指導案より」

https://cdb.kai.ed.jp/search.php


04０３

　　　知識及び技能

自身の随筆の内容や、情

報と情報との関係から言

葉を選んでいる姿

「子供主体の授業づくり」に向けて

「総合教育センターHP　教育情報コンテンツベース　学習指導案より」

https://cdb.kai.ed.jp/search.php


04０３

　　　思考力・判断力・表現力

自身が書いた随筆の表現

が、読み手にどのように

伝わっているのかという

ことを検討している

「子供主体の授業づくり」に向けて

知識及び技能を活用して

自身の考えを調整している

「総合教育センターHP　教育情報コンテンツベース　学習指導案より」

https://cdb.kai.ed.jp/search.php


04０３

〔知識及び技能〕を

活用して、思考する

場面の設定により

言葉選びへの試行錯誤が

生まれ、思考の深まりが

見られる。

「子供主体の授業づくり」に向けて

「総合教育センターHP　教育情報コンテンツベース　学習指導案より」

https://cdb.kai.ed.jp/search.php


04０３ 「子供主体の授業づくり」に向けて

「山梨県教育委員会　子供主体の授業づくりハンドブックより」

https://www.pref.yamanashi.jp/documents/96391/kodomoshutai_handbook.pdf


04０３ 「子供主体の授業づくり」に向けて

「山梨県教育委員会　子供主体の授業づくりハンドブックより」

https://www.pref.yamanashi.jp/documents/96391/kodomoshutai_handbook.pdf


山梨県総合教育センターＨＰトップの「メニュー」から
　⇒ 調査・研究 ⇒　各種調査と授業改善
　　　　　　　　 　
ピックアップ問題の活用
　　　　　　　　 　
研究関係資料
　　　　　　　　　  総合教育センター　一般留学生
　　　　　　　　　  ライブラリー情報

調査研究課
のページ

各種学力調査の概要
（全国学調、教育課程実施状況調査）

授業の改善・充実に向けた
説明会の資料等
（スライド資料、説明会動画）

要チェック！ https://www.ypec.ed.jp/?page_id=95
※このページ（各種調査と授業改善）への直リンクです。 
　【URL】 　　　　　　　　　　　　　　　　　　【二次元コード】

本説明会（他校種・他教科含む）のスライド資料、オンデマンド映像は、「各種調査と授業改善」ページから閲覧可能です。

総合教育センターHPの調査研究課ページのご紹介

アンケートも
こちらから！

ご協力よろしく
お願いします♪

https://www.ypec.ed.jp/?page_id=95
https://www.ypec.ed.jp/?page_id=95


授業の改善・充実に向けた

ポータルサイト公開中！
PC、タブレット、スマホからも視聴可能
授業づくりのヒントに活用してみませんか

総合教育センターでは、令和７年度より「授業
の改善・充実に向けたポータルサイト」を作成
令和８年度も、授業の改善・充実に向けた情報を
配信していく予定

https://sites.google.com/ypecken.kai.ed.jp/jugyoukaizen/top
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ご 参 加 あ り が と う ご ざ い ま し た 。
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